
１
兆
２
５
０
億
円
、
そ
し
て
、
九
州
電
力

で
は
、
９
千
数
百
億
円
も
の
追
加
費
用
が

必
要
と
な
り
、
更
に
、
将
来
の
廃
炉
費
用

や
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
費
用

な
ど
も
加
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
と
た
び
事
故
が
起
こ
れ
ば
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
完
全
に
破
壊
し
、
人

の
住
め
な
い
場
所
と
な
り
、
近
年
で
は
、

テ
ロ
の
危
険
性
も
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
世
界
で
進
め
ら
れ
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
転
換
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
を
促
す
こ

と
に
よ
り
、
新
し
い
技
術
と
雇
用
の
創
出

に
つ
な
げ
、
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
こ

と
が
可
能
で
す
。

 

３
．
人
口
減
少
や
若
い
世
代
の
県
外

    

へ
の
流
出
に
よ
り
、
青
森
県
の
生

    

徒
数
が
減
り
続
け
て
い
る
た
め
、

　

 

現
在
、
県
立
高
校
の
統
廃
合
が
進

　

 

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
第
2
期
実

　

 

施
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

　

 

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

　

 

か
？

【
青
森
県
教
育
長
】

　

中
学
校
卒
業
者
数
は
今
後
も
減
少
傾
向

が
続
く
見
込
み
で
あ
り
、
第
二
期
実
施
計

画
の
計
画
期
間
と
な
る
令
和
五
年
度
か
ら

 

２
．
知
事
選
挙
の
結
果
を
踏
ま
え
、

　

 

原
子
力
政
策
に
対
す
る
県
民
の
声

    

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
の

    

よ
う
な
姿
勢
で
5
期
目
に
臨
む
の

    

か
？

【
青
森
県
知
事
】

　

本
県
と
し
て
は
、
原
子
力
発
電
及
び
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推
進
が
我
が
国
を
支
え

る
重
要
な
政
策
で
あ
り
、
確
固
た
る
国
家

戦
略
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
安
全
確

保
を
第
一
義
に
、
原
子
力
施
設
の
立
地
に

協
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
県
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
、
安
全
の
確
保
を
第
一
義
に
、
国
、

事
業
者
の
対
応
を
厳
し
く
見
き
わ
め
、
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
渋
谷
て
つ
か
ず
】

　

福
島
原
発
事
故
以

来
、
原
子
力
施
設
の

廃
炉
や
安
全
対
策
の

莫
大
な
費
用
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

東
京
電
力
は
、
柏

崎
刈
羽
原
発
の
再
稼

働
に
約
１
兆
１
６
０

億
円
、
関
西
電
力
で

 

１
．「
若
者
か
ら
選
ば
れ
る
青
森
」

　

 

の
実
現
に
向
け
て
、
知
事
は
ど
の

    

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
？

　

(

人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
く
中
、
本
県
の

　

子
供
た
ち
が
青
森
県
で
働
く
、
暮
ら
す
選
択

　

が
で
き
る
よ
う
な
県
づ
く
り
が
必
要
で
す)

【
青
森
県
知
事
】　

　

多
様
な
仕
事
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲

げ
、
創
業
、
起
業
の
推
進
や
新
産
業
、
新

事
業
の
創
出
、
若
者
の
関
心
が
高
い
分
野

の
企
業
誘
致
活
動
の
強
化
な
ど
、　

　

ま
た
、「
住
み
た
い
あ
お
も
り
」
若
者
・

女
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
本
県
の
暮
ら

し
や
仕
事
に
関
す
る
情
報
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

や
段
階
に
応
じ
て
的
確
に
提
供
す
る
と
と

も
に
、
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
や
文
化
、

芸
術
の
充
実
な
ど
に
よ
る
魅
力
あ
る
生
活

環
境
づ
く
り
、
仕
事
と
結
婚
、
子
育
て
の

両
立
や
子
ど
も
・
子
育
て
を
応
援
す
る
気

運
醸
成
な
ど
、

　

私
と
し
て
は
、
経
済
を
回
す
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
本
県
の
多

様
性
と
可
能
性
を
若
い
人
た
ち
に
し
っ
か

り
と
伝
え
、
学
ぶ
場
所
、
働
く
場
所
、
生

き
る
場
所
と
し
て
若
い
方
々
に
「
選
ば
れ

る
青
森
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

薬
剤
防
除
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や

す
く
示
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
本
年
三
月

下
旬
に
作
成
し
、
全
て
の
生
産
者
に
配
布

す
る
と
と
も
に
、
昨
年
、
三
十
九
園
地
を

対
象
に
実
施
し
た
発
生
状
況
と
防
除
実
態

の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
本
病
の
発
生
を

抑
え
た
優
良
な
園
地
の
防
除
事
例
や
、
ス

ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
防
除
効
果
を
高

め
る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
事
例
集
を
作

成
し
、
現
地
指
導
や
防
除
作
業
に
役
立
て

て
も
ら
う
た
め
、
県
り
ん
ご
協
会
、
農
協

等
の
指
導
機
関
や
共
同
防
除
組
合
に
配
布

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
適
期
薬
剤
防
除
に
向
け
て
、
リ

ン
ゴ
黒
星
病
の
感
染
危
険
日
の
予
想
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
四
月
か
ら
毎
日
情
報
提
供
し
、

注
意
を
促
す
と
と
も
に
、
散
布
量
、
散
布

時
期
の
遵
守
と
降
雨
前
の
薬
剤
散
布
を
徹

底
す
る
よ
う
指
導
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
弘
前
市
内
の
リ
ン
ゴ
園
地
に

お
い
て
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
よ

る
効
果
的
な
薬
剤
散
布
方
法
の
実
証
試
験

を
公
開
し
、
散
布
む
ら
の
発
生
状
況
や
そ

の
改
善
策
に
つ
い
て
、
県
り
ん
ご
協
会
や

農
協
、
市
町
村
等
と
確
認
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
防
除
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

７
．
県
の
施
設
に
か
か
わ
る
電
力
契

　

 

約
の
一
元
化
や
入
札
に
よ
る
電
力

    

購
入
等
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

    

電
気
料
金
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る

    

が
、
県
の
考
え
は
？

【
総
務
部
長
】　

　

平
成
三
十
年
度
に
お
け
る
県
の
施
設
の

電
気
料
金
の
総
額
は
、
知
事
部
局
の
う
ち

職
員
が
常
駐
し
て
い
な
い
小
規
模
な
建
物

等
を
除
い
た
主
な
も
の
で
、
約
七
億
円
で

す
。

　

電
力
契
約
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二

十
八
年
度
に
電
力
小
売
り
が
全
面
自
由
化

さ
れ
、
新
た
な
電
力
会
社
の
市
場
参
入
や

複
数
の
施
設
の
電
力
契
約
の
一
元
化
な
ど
、

電
力
の
調
達
方
法
が
多
様
化
し
て
き
て
い

る
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
庁
舎
等
の
電
気
料
金
は
、
エ
ス
コ
事

業
の
取
り
組
み
等
に
よ
り
平
成
三
十
年
度

で
約
五
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
電
気
料
金
等
の
コ
ス
ト
縮
減
に
は

継
続
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
今
後
、
効
果
的
な
電
力
の
調
達

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

【
渋
谷
て
つ
か
ず
】

　

電
力
の
自
由
化
が
始
ま
り
、
民
間
企
業

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

知
事
部
局
だ
け
で
は
な
く
、
県
警
察
、

県
教
育
委
員
会
な
ど
全
て
の
県
有
施
設
の

電
気
料
金
を
併
せ
ま
す
と
毎
年
数
十
億
円

に
上
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

仮
に
こ
れ
ら
の
経
費
が
五
％
で
も
十
％

で
も
削
減
で
き
ま
す
と
、
そ
れ
だ
け
県
民

の
皆
様
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

是
非
と
も
電
気
料
金
の
一
元
化
、
入
札
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
電
気
料
金

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
施
設
の

効
率
化
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

参
加
し
た
割
合
は
総
授
業
時
数
の
約
九
割

　

外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に

は
、Ａ
Ｌ
Ｔ
等
の
外
部
人
材
の
活
用
及
び

Ａ
Ｌ
Ｔ
等
の
指
導
力
向
上
が
重
要
で
あ
る

と
捉
え
て
お
り
ま
す

　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
新
学
習
指
導
要

領
全
面
実
施
を
見
据
え
、
外
国
語
教
育
の

高
度
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
今
年
度
は
、

外
国
語
担
当
指
導
主
事
が
要
請
の
あ
っ
た

学
校
を
訪
問
し
、Ａ
Ｌ
Ｔ
等
を
活
用
し
た

授
業
改
善
に
つ
い
て
指
導
す
る
支
援
訪
問

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

 

５
．
障
が
い
者
雇
用
率
の
改
善
に
向

    

け
て
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
今

    

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

    

の
か
？

【
青
森
県
教
育
長
】

　

平
成
三
十
年
六
月
一
日
現
在
の
障
害
者

雇
用
率
は
、
再
点
検
前
の
一
・
八
六
％
か

ら
一
・
五
四
％
と
な
り
、
法
定
雇
用
率
二
・

四
％
を
満
た
し
て
い
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
員
採
用
候
補

者
選
考
試
験
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
身
体

障
害
者
を
対
象
と
し
た
特
別
選
考
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

精
神
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
も
対
象
と

し
、
障
害
種
に
応
じ
た
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者
を
対
象
と
し
た
障
害
者
特
別

選
考
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
非
常
勤
事
務
員
等
採
用
試
験
に

お
い
て
新
た
に
障
害
者
枠
を
設
け
、
今
年

度
、
県
教
育
委
員
会
事
務
局
に
も
障
害
者

を
採
用
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
渋
谷
て
つ
か
ず
】

　

私
は
、
ど
う
し
た
ら
法
定
雇
用
率
を
達

成
で
き
る
の
か
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
今

回
の
事
案
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
ま
し
て
、
採
用
に
向

け
て
の
取
り
組
み
、
道
筋
、
例
え
ば
五
年

で
ど
の
く
ら
い
雇
用
し
て
い
く
の
か
、
い

つ
法
定
雇
用
率
を
達
成
す
る
の
か
、
そ
う

い
う
具
体
的
な
計
画
策
定
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

 

６
．
リ
ン
ゴ
黒
星
病
の
発
生
を
抑
制

　

 

す
る
た
め
、
県
の
取
り
組
み
は
？

【
農
林
水
産
部
長
】

　

リ
ン
ゴ
黒
星
病
の

発
生
が
昨
年
よ
り
少

な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
は
、
五
月
の
降
水

量
が
非
常
に
少
な
く
、

黒
星
病
に
感
染
し
に

く
い
気
象
条
件
で
あ

っ
た
こ
と
に
加
え
、

生
産
者
が
被
害
落
葉
の
処
分
や
薬
剤
の
適

期
、
適
量
散
布
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
結
果

で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

リ
ン
ゴ
黒
星
病
の
発
生
を
抑
制
す
る
た

め
に
は
、
発
生
源
と
な
る
被
害
落
葉
の
除

去
や
、
発
病
葉
、
発
病
果
を
摘
み
取
り
処

理
す
る
耕
種
的
防
除
と
、
散
布
量
、
散
布

時
期
を
守
っ
た
薬
剤
防
除
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
耕
種
的
防
除
と

令
和
九
年
度
ま
で
の
間
に
約
一
千
人
の
減

少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
第
二
期
実
施
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
第
一
期
実
施
計
画
策
定
の
取
り
組
み

の
検
証
を
踏
ま
え
、
令
和
三
年
度
の
決
定

を
目
指
し
、
第
一
期
実
施
計
画
と
同
様
に

地
区
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
多

く
の
方
々
か
ら
幅
広
く
御
意
見
を
伺
い
、

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
青
森
県
知
事
】

　

総
合
教
育
会
議
の
場
で
、
本
県
の
未
来

を
担
う
人
づ
く
り
を
目
指
し
、
県
立
高
等

学
校
教
育
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
共
通

理
解
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
渋
谷
て
つ
か
ず
】

　

地
域
が
知
恵
を

出
し
て
県
教
育
委

員
会
と
一
緒
に
な

っ
て
高
校
を
残
せ

る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
を
ぜ
ひ
つ

く
り
た
い
。

①
地
域
と
の
連
携
を
行
う

②
高
校
の
独
自
色
を
出
す
た
め
、
教
科
や

　

活
動
の
自
由
度
を
高
め
る

③
県
内
外
か
ら
「
選
ば
れ
る
高
校
」
に
変

　

え
て
い
く

 

４
．
小
・
中
学
校
に
お
け
る
外
国
語

　

教
育
の
充
実
に
向
け
て
Ａ
Ｌ
Ｔ

　
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
活
用
し
た

   

授
業
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

　

県
の
取
り
組
み
は
？

【
青
森
県
教
育
長
】

　
文
部
科
学
省
が

実
施
し
た
直
近
の

英
語
教
育
実
施
状

況
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
平
成
三
十

年
十
二
月
現
在
、

県
内
公
立
小
学
校

で
活
用
さ
れ
て
い

る
Ａ
Ｌ
Ｔ
等
は
百

五
十
一
名
、
県
内

公
立
中
学
校
で
活

用
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
等
は
百
五
十
五
名

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
等

が
外
国
語
活
動
、
外
国
語
科
の
授
業
に
参

加
し
て
い
る
割
合
は
、
小
学
校
で
総
授
業

時
数
の
約
七
割
、
中
学
校
で
約
二
割
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
全
国
平
均
と
同
程
度
の
活

用
状
況
で
す
。

　

文
部
科
学
大
臣
か
ら
教
育
課
程
特
例
校

と
し
て
指
定
を
受
け
た
学
校
は
、
学
習
指

導
要
領
等
で
定
め
ら
れ
た
教
育
課
程
の
基

準
に
よ
ら
な
い
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成

し
、
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
を
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
三
沢
市
、
鶴
田
町
、
田
舎

館
村
及
び
東
通
村
の
小
学
校
全
十
五
校
が

教
育
課
程
特
例
校
と
し
て
指
定
を
受
け
、

外
国
語
教
育
に
つ
い
て
特
別
の
教
育
課
程

を
編
成
し
、
小
学
校
一
学
年
か
ら
外
国
語

教
育
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
直
近
の
英
語

教
育
実
施
状
況
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
こ

れ
ら
十
五
校
に
お
い
て
、Ａ
Ｌ
Ｔ
等
が
平

成
二
十
九
年
度
に
外
国
語
活
動
の
授
業
に

本
年
６
月
議
会
で
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

左
記
の
日
程
で
、
県
政
報
告
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

入
場
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

是
非
、
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
日
時　

令
和
元
年
９
月
22
日
（
日
）

　
　
　

  

午
前
11
時
か
ら
約
１
時
間

■

場
所　

ア
ラ
ス
カ
会
館
（
新
町
1
の
11
の
22
）　

　
　
　

 

地
下　

サ
フ
ァ
イ
ア
の
間

　
　
　
　

 

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
渋
谷
て
つ
か
ず
ま
で

　
　
　
　
　

 

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
若
者
か
ら
選
ば
れ
る
青
森
」
づ
く
り
こ
そ
が
、

私
た
ち
の
最
大
の
課
題
で
す
。

青
森
県
で
は
、
一
般
行
政
部
門
に
お
い
て
職
員
数
の
適
正
化
を
進

め
、
平
成
16
年
に
、
５
，３
２
１
人
い
た
職
員
は
、
平
成
30
年
に
は
、

３
，８
４
９
人
と
な
り
、
約
１
，５
０
０
人
も
の
削
減
を
断
行
し
ま

し
た
。

｢

民
間
に
で
き
る
こ
と
は
、
民
間
へ｣

と
、
県
有
施
設
の
管
理
を
民

間
に
任
せ
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
、
施
設
の
長
寿
命
化
に

よ
る
コ
ス
ト
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
財
政
健
全
化
で
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒

字
化
を
達
成
し
、
県
債
残
高
も
平
成
25
年
の
1
兆
２
，８
５
３
億
円

か
ら
平
成
29
年
に
は
、
1
兆
１
，３
３
１
億
円
と
、
約
１
，５
０
０
億
円

の
削
減
に
成
功
し
ま
し
た
。

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
「
選
ば
れ
る
青
森
」
へ
の
挑
戦
は
、
こ
れ

か
ら
の
青
森
県
の
目
指
す
姿
を
県
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
示

し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
る
も
の
は

①
若
者
や
女
性
の
皆
さ
ん
か
ら
、
学
ぶ
場
所
・
働
く
場
所
・
生
き

　

る
場
所
と
し
て
「
選
ば
れ
る
青
森
」

②
農
林
水
産
品
や
観
光
、
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
な
ど
、

　

様
々
な
分
野
で
の
青
森
県
の
価
値
が
、
国
内
外
か
ら
「
選
ば
れ

　

る
青
森
」

を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
大
き
な
目
標
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
達
成

は
、
青
森
県
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

県
議
会
議
員

渋
谷
て
つ
か
ず

県
政
報
告
会
の
お
知
ら
せ

令
和
元
年
県
議
会
６
月
定
例
会

一
般
質
問

県
民
主
役
の
県
政
の
会

県
議
会
議
員　

渋
谷
て
つ
か
ず

ファックス　0172-26-6529
ts@aomori-net.ne.jp

渋谷てつかず　県政報告　令和第１号



１
兆
２
５
０
億
円
、
そ
し
て
、
九
州
電
力

で
は
、
９
千
数
百
億
円
も
の
追
加
費
用
が

必
要
と
な
り
、
更
に
、
将
来
の
廃
炉
費
用

や
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
費
用

な
ど
も
加
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
と
た
び
事
故
が
起
こ
れ
ば
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
完
全
に
破
壊
し
、
人

の
住
め
な
い
場
所
と
な
り
、
近
年
で
は
、

テ
ロ
の
危
険
性
も
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
世
界
で
進
め
ら
れ
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
転
換
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
を
促
す
こ

と
に
よ
り
、
新
し
い
技
術
と
雇
用
の
創
出

に
つ
な
げ
、
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
こ

と
が
可
能
で
す
。

 

３
．
人
口
減
少
や
若
い
世
代
の
県
外

    

へ
の
流
出
に
よ
り
、
青
森
県
の
生

    

徒
数
が
減
り
続
け
て
い
る
た
め
、

　

 

現
在
、
県
立
高
校
の
統
廃
合
が
進

　

 

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
第
2
期
実

　

 

施
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

　

 

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

　

 

か
？

【
青
森
県
教
育
長
】

　

中
学
校
卒
業
者
数
は
今
後
も
減
少
傾
向

が
続
く
見
込
み
で
あ
り
、
第
二
期
実
施
計

画
の
計
画
期
間
と
な
る
令
和
五
年
度
か
ら

 

２
．
知
事
選
挙
の
結
果
を
踏
ま
え
、

　

 

原
子
力
政
策
に
対
す
る
県
民
の
声

    

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
の

    

よ
う
な
姿
勢
で
5
期
目
に
臨
む
の

    

か
？

【
青
森
県
知
事
】

　

本
県
と
し
て
は
、
原
子
力
発
電
及
び
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推
進
が
我
が
国
を
支
え

る
重
要
な
政
策
で
あ
り
、
確
固
た
る
国
家

戦
略
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
安
全
確

保
を
第
一
義
に
、
原
子
力
施
設
の
立
地
に

協
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
県
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
、
安
全
の
確
保
を
第
一
義
に
、
国
、

事
業
者
の
対
応
を
厳
し
く
見
き
わ
め
、
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
渋
谷
て
つ
か
ず
】

　

福
島
原
発
事
故
以

来
、
原
子
力
施
設
の

廃
炉
や
安
全
対
策
の

莫
大
な
費
用
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

東
京
電
力
は
、
柏

崎
刈
羽
原
発
の
再
稼

働
に
約
１
兆
１
６
０

億
円
、
関
西
電
力
で

 

１
．「
若
者
か
ら
選
ば
れ
る
青
森
」

　

 

の
実
現
に
向
け
て
、
知
事
は
ど
の

    

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
？

　

(

人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
く
中
、
本
県
の

　

子
供
た
ち
が
青
森
県
で
働
く
、
暮
ら
す
選
択

　

が
で
き
る
よ
う
な
県
づ
く
り
が
必
要
で
す)

【
青
森
県
知
事
】　

　

多
様
な
仕
事
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲

げ
、
創
業
、
起
業
の
推
進
や
新
産
業
、
新

事
業
の
創
出
、
若
者
の
関
心
が
高
い
分
野

の
企
業
誘
致
活
動
の
強
化
な
ど
、　

　

ま
た
、「
住
み
た
い
あ
お
も
り
」
若
者
・

女
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
本
県
の
暮
ら

し
や
仕
事
に
関
す
る
情
報
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

や
段
階
に
応
じ
て
的
確
に
提
供
す
る
と
と

も
に
、
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
や
文
化
、

芸
術
の
充
実
な
ど
に
よ
る
魅
力
あ
る
生
活

環
境
づ
く
り
、
仕
事
と
結
婚
、
子
育
て
の

両
立
や
子
ど
も
・
子
育
て
を
応
援
す
る
気

運
醸
成
な
ど
、

　

私
と
し
て
は
、
経
済
を
回
す
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
本
県
の
多

様
性
と
可
能
性
を
若
い
人
た
ち
に
し
っ
か

り
と
伝
え
、
学
ぶ
場
所
、
働
く
場
所
、
生

き
る
場
所
と
し
て
若
い
方
々
に
「
選
ば
れ

る
青
森
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

薬
剤
防
除
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や

す
く
示
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
本
年
三
月

下
旬
に
作
成
し
、
全
て
の
生
産
者
に
配
布

す
る
と
と
も
に
、
昨
年
、
三
十
九
園
地
を

対
象
に
実
施
し
た
発
生
状
況
と
防
除
実
態

の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
本
病
の
発
生
を

抑
え
た
優
良
な
園
地
の
防
除
事
例
や
、
ス

ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
防
除
効
果
を
高

め
る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
事
例
集
を
作

成
し
、
現
地
指
導
や
防
除
作
業
に
役
立
て

て
も
ら
う
た
め
、
県
り
ん
ご
協
会
、
農
協

等
の
指
導
機
関
や
共
同
防
除
組
合
に
配
布

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
適
期
薬
剤
防
除
に
向
け
て
、
リ

ン
ゴ
黒
星
病
の
感
染
危
険
日
の
予
想
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
四
月
か
ら
毎
日
情
報
提
供
し
、

注
意
を
促
す
と
と
も
に
、
散
布
量
、
散
布

時
期
の
遵
守
と
降
雨
前
の
薬
剤
散
布
を
徹

底
す
る
よ
う
指
導
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
弘
前
市
内
の
リ
ン
ゴ
園
地
に

お
い
て
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
よ

る
効
果
的
な
薬
剤
散
布
方
法
の
実
証
試
験

を
公
開
し
、
散
布
む
ら
の
発
生
状
況
や
そ

の
改
善
策
に
つ
い
て
、
県
り
ん
ご
協
会
や

農
協
、
市
町
村
等
と
確
認
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
防
除
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

７
．
県
の
施
設
に
か
か
わ
る
電
力
契

　

 

約
の
一
元
化
や
入
札
に
よ
る
電
力

    

購
入
等
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

    

電
気
料
金
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る

    

が
、
県
の
考
え
は
？

【
総
務
部
長
】　

　

平
成
三
十
年
度
に
お
け
る
県
の
施
設
の

電
気
料
金
の
総
額
は
、
知
事
部
局
の
う
ち

職
員
が
常
駐
し
て
い
な
い
小
規
模
な
建
物

等
を
除
い
た
主
な
も
の
で
、
約
七
億
円
で

す
。

　

電
力
契
約
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二

十
八
年
度
に
電
力
小
売
り
が
全
面
自
由
化

さ
れ
、
新
た
な
電
力
会
社
の
市
場
参
入
や

複
数
の
施
設
の
電
力
契
約
の
一
元
化
な
ど
、

電
力
の
調
達
方
法
が
多
様
化
し
て
き
て
い

る
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
庁
舎
等
の
電
気
料
金
は
、
エ
ス
コ
事

業
の
取
り
組
み
等
に
よ
り
平
成
三
十
年
度

で
約
五
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
電
気
料
金
等
の
コ
ス
ト
縮
減
に
は

継
続
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
今
後
、
効
果
的
な
電
力
の
調
達

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

【
渋
谷
て
つ
か
ず
】

　

電
力
の
自
由
化
が
始
ま
り
、
民
間
企
業

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

知
事
部
局
だ
け
で
は
な
く
、
県
警
察
、

県
教
育
委
員
会
な
ど
全
て
の
県
有
施
設
の

電
気
料
金
を
併
せ
ま
す
と
毎
年
数
十
億
円

に
上
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

仮
に
こ
れ
ら
の
経
費
が
五
％
で
も
十
％

で
も
削
減
で
き
ま
す
と
、
そ
れ
だ
け
県
民

の
皆
様
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

是
非
と
も
電
気
料
金
の
一
元
化
、
入
札
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
電
気
料
金

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
施
設
の

効
率
化
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

参
加
し
た
割
合
は
総
授
業
時
数
の
約
九
割

　

外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に

は
、Ａ
Ｌ
Ｔ
等
の
外
部
人
材
の
活
用
及
び

Ａ
Ｌ
Ｔ
等
の
指
導
力
向
上
が
重
要
で
あ
る

と
捉
え
て
お
り
ま
す

　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
新
学
習
指
導
要

領
全
面
実
施
を
見
据
え
、
外
国
語
教
育
の

高
度
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
今
年
度
は
、

外
国
語
担
当
指
導
主
事
が
要
請
の
あ
っ
た

学
校
を
訪
問
し
、Ａ
Ｌ
Ｔ
等
を
活
用
し
た

授
業
改
善
に
つ
い
て
指
導
す
る
支
援
訪
問

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

 

５
．
障
が
い
者
雇
用
率
の
改
善
に
向

    

け
て
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
今

    

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

    

の
か
？

【
青
森
県
教
育
長
】

　

平
成
三
十
年
六
月
一
日
現
在
の
障
害
者

雇
用
率
は
、
再
点
検
前
の
一
・
八
六
％
か

ら
一
・
五
四
％
と
な
り
、
法
定
雇
用
率
二
・

四
％
を
満
た
し
て
い
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
員
採
用
候
補

者
選
考
試
験
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
身
体

障
害
者
を
対
象
と
し
た
特
別
選
考
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

精
神
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
も
対
象
と

し
、
障
害
種
に
応
じ
た
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者
を
対
象
と
し
た
障
害
者
特
別

選
考
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
非
常
勤
事
務
員
等
採
用
試
験
に

お
い
て
新
た
に
障
害
者
枠
を
設
け
、
今
年

度
、
県
教
育
委
員
会
事
務
局
に
も
障
害
者

を
採
用
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
渋
谷
て
つ
か
ず
】

　

私
は
、
ど
う
し
た
ら
法
定
雇
用
率
を
達

成
で
き
る
の
か
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
今

回
の
事
案
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
ま
し
て
、
採
用
に
向

け
て
の
取
り
組
み
、
道
筋
、
例
え
ば
五
年

で
ど
の
く
ら
い
雇
用
し
て
い
く
の
か
、
い

つ
法
定
雇
用
率
を
達
成
す
る
の
か
、
そ
う

い
う
具
体
的
な
計
画
策
定
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

 

６
．
リ
ン
ゴ
黒
星
病
の
発
生
を
抑
制

　

 

す
る
た
め
、
県
の
取
り
組
み
は
？

【
農
林
水
産
部
長
】

　

リ
ン
ゴ
黒
星
病
の

発
生
が
昨
年
よ
り
少

な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
は
、
五
月
の
降
水

量
が
非
常
に
少
な
く
、

黒
星
病
に
感
染
し
に

く
い
気
象
条
件
で
あ

っ
た
こ
と
に
加
え
、

生
産
者
が
被
害
落
葉
の
処
分
や
薬
剤
の
適

期
、
適
量
散
布
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
結
果

で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

リ
ン
ゴ
黒
星
病
の
発
生
を
抑
制
す
る
た

め
に
は
、
発
生
源
と
な
る
被
害
落
葉
の
除

去
や
、
発
病
葉
、
発
病
果
を
摘
み
取
り
処

理
す
る
耕
種
的
防
除
と
、
散
布
量
、
散
布

時
期
を
守
っ
た
薬
剤
防
除
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
耕
種
的
防
除
と

令
和
九
年
度
ま
で
の
間
に
約
一
千
人
の
減

少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
第
二
期
実
施
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
第
一
期
実
施
計
画
策
定
の
取
り
組
み

の
検
証
を
踏
ま
え
、
令
和
三
年
度
の
決
定

を
目
指
し
、
第
一
期
実
施
計
画
と
同
様
に

地
区
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
多

く
の
方
々
か
ら
幅
広
く
御
意
見
を
伺
い
、

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
青
森
県
知
事
】

　

総
合
教
育
会
議
の
場
で
、
本
県
の
未
来

を
担
う
人
づ
く
り
を
目
指
し
、
県
立
高
等

学
校
教
育
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
共
通

理
解
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
渋
谷
て
つ
か
ず
】

　

地
域
が
知
恵
を

出
し
て
県
教
育
委

員
会
と
一
緒
に
な

っ
て
高
校
を
残
せ

る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
を
ぜ
ひ
つ

く
り
た
い
。

①
地
域
と
の
連
携
を
行
う

②
高
校
の
独
自
色
を
出
す
た
め
、
教
科
や

　

活
動
の
自
由
度
を
高
め
る

③
県
内
外
か
ら
「
選
ば
れ
る
高
校
」
に
変

　

え
て
い
く

 

４
．
小
・
中
学
校
に
お
け
る
外
国
語

　

教
育
の
充
実
に
向
け
て
Ａ
Ｌ
Ｔ

　
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
活
用
し
た

   

授
業
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

　

県
の
取
り
組
み
は
？

【
青
森
県
教
育
長
】

　
文
部
科
学
省
が

実
施
し
た
直
近
の

英
語
教
育
実
施
状

況
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
平
成
三
十

年
十
二
月
現
在
、

県
内
公
立
小
学
校

で
活
用
さ
れ
て
い

る
Ａ
Ｌ
Ｔ
等
は
百

五
十
一
名
、
県
内

公
立
中
学
校
で
活

用
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
等
は
百
五
十
五
名

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
等

が
外
国
語
活
動
、
外
国
語
科
の
授
業
に
参

加
し
て
い
る
割
合
は
、
小
学
校
で
総
授
業

時
数
の
約
七
割
、
中
学
校
で
約
二
割
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
全
国
平
均
と
同
程
度
の
活

用
状
況
で
す
。

　

文
部
科
学
大
臣
か
ら
教
育
課
程
特
例
校

と
し
て
指
定
を
受
け
た
学
校
は
、
学
習
指

導
要
領
等
で
定
め
ら
れ
た
教
育
課
程
の
基

準
に
よ
ら
な
い
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成

し
、
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
を
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
三
沢
市
、
鶴
田
町
、
田
舎

館
村
及
び
東
通
村
の
小
学
校
全
十
五
校
が

教
育
課
程
特
例
校
と
し
て
指
定
を
受
け
、

外
国
語
教
育
に
つ
い
て
特
別
の
教
育
課
程

を
編
成
し
、
小
学
校
一
学
年
か
ら
外
国
語

教
育
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
直
近
の
英
語

教
育
実
施
状
況
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
こ

れ
ら
十
五
校
に
お
い
て
、Ａ
Ｌ
Ｔ
等
が
平

成
二
十
九
年
度
に
外
国
語
活
動
の
授
業
に
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